
急性被ばくでは被ばく後48時間以内に見られる前駆症状により、おおよその被ば
く線量を推定することができます。１～２グレイの被ばくでは、食欲不振、嘔気、嘔
吐といった症状が見られることがあります。また、非常に軽い頭痛の症状がみられ
ます。２～４グレイの被ばくでは、嘔吐、軽度の頭痛また微熱（１～３時間、10～
80％の頻度）が現れることがあります。４～６グレイでは、1時間以内に100％が嘔
吐の症状を表し、中等度の下痢と頭痛、また80～ 100％の頻度で発熱が現れます。
６～８グレイでは30分以内に100％が嘔吐の症状を呈し、重度の下痢・頭痛、100％
の頻度で高熱の症状が現れます。さらに意識障害が現れることがあります。８グレイ
以上の被ばくでは、10分以内の嘔吐が100%の頻度で現れ、重度の下痢・頭痛、高熱
と意識喪失などの症状が現れます。

本資料への収録日：2021年３月31日
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